
- 1 -

202３年 １月 繁藤月報 第８３４号

〒 789-0583
高知県香美市土佐山田町平山 1748

天 理 教 繁 藤 大 教 会
℡ 0887-57-9207 ／ FAX 0887-57-9246

立
教
百
八
十
六
年
の
新
春

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
の
お
か
げ
で
今
年
も
無
事
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
旧
年
中
は
い
つ
も
皆
様
よ
り
お
心
寄
せ
、
お
力
添

え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
、
三
年

千
日
の
歩
み
だ
し
の
年
で
あ
り
ま
す
。
真
柱
様
は
、
諭
達
第
四
号

の
冒
頭
で
「
教
祖
百
四
十
年
祭
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
思
う
と
こ

ろ
を
述
べ
て
、
全
教
の
心
を
一
つ
に
し
た
い
」
と
仰
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
さ
し
づ
に
、

「
一
手
一
つ
に
皆
結
ん
で
く
れ
る
な
ら
、
ど
ん
な
守
護

も
す
る
」

（M
3
1
.1
.2
4

）

と
お
示
し
頂
く
よ
う
に
、
ま
ず
は
繁
藤
に
つ
な
が
る
一
同
が
、

心
を
一
つ
に
合
せ
、
お
互
い
に
勇
み
勇
ま
せ
合
う
、
そ
ん
な
「
一

手
一
つ
の
和
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
一
年
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
旬
を
外
す
こ
と
な
く
、
「
ふ
し
か
ら

芽
が
出
る
」
ご
守
護
を
頂
戴
で
き
る
よ
う
、
に
を
い
が
け
・
お
た

す
け
に
励
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

立
教
百
八
十
六
年

元
旦

繁
藤
大
教
会
長

坂

本

輝

男
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【立
教
百
八
十
五
年
十
二
月
月
次
祭

祭
文
】

こ
れ
の
繁
藤
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す
親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
天
理
教

繁
籐
大
教
会
長
坂
本
輝
男
に
代
り
て
坂
本
照
仁
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

親
神
様
に
は
混
沌
た
る
様
を
味
気
な
く
思
召
し
こ
の
世
人
間
を
お
創
め
下
さ
れ
て
か
ら
以

来
、
限
り
な
い
親
心
を
持
って
一
列
人
間
の
成
人
に
応
じ
て
幾
重
の
御
仕
込
み
を
頂
き
、
今

日
の
成
人
へと
お
導
き
下
さ
い
ま
し
た
御
高
恩
は
忘
れ
る
時
も
な
く
、
朝
夕
御
礼
申
し
上

げ
て
御
恩
報
じ
を
念
じ
ひ
の
き
し
ん
に
励
ま
せ
て
頂
い
て
居
り
ま
す
。
そ
の
中
に
も
今
日
は

早
く
も
十
二
月
の
月
次
祭
を
執
り
行
う
日
柄
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
年
の
瀬
も
厭
わ
ず
参

帰
集
う
人
々
と
共
に
お
つと
め
奉
仕
者
一
同
、
一
手
一
つに
座
り
づ
と
め
・て
を
ど
り
を
陽
気

に
勇
ん
で
つと
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
何
卒
同
じ
思
い
に
伏
し
拝
む
道
の
子
ら
の
真
実
を
お

受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
親
神
様
に
も
お
勇
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

思
い
返
せ
ば
、
繁
藤
の
理
に
繋
が
る
私
共
一
同
は
、
今
年
五
月
二
十
二
日
に
勤
め
さ
せ
て
頂

い
た
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
を
成
人
の
節
と
捉
え
、
信
仰
の

元
一
日
に
立
ち
返
ろ
う
、
活
動
方
針
「人
々
の
た
す
か
り
を
願
い
陽
気
ぐ
ら
し
の
輪
を
広

げ
よ
う
」、
実
働
項
目
「朝
夕
に
神
様
に
手
を
合
せ
よ
う
」「悩
め
る
人
に
耳
を
傾
け
寄
り
添

う
」「親
孝
行
夫
婦
仲
良
く
陽
気
ぐ
ら
し
」を
心
定
め
、
届
か
ぬ
な
が
ら
も
三
年
千
日
仕
切

って
努
め
励
ま
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
一
年
目
早
々
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
に
蔓

延
す
る
と
い
う
節
を
お
見
せ
頂
き
、
次
々
と
様
々
な
姿
を
通
し
て
心
の
入
れ
替
え
を
お
急

込
み
頂
き
、
成
人
の
道
へと
お
導
き
頂
き
下
さ
い
ま
し
た
。
成
人
の
鈍
い
私
達
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
創
立
百
三
十
周
年
記
念
祭
・七
代
会
長
就
任
奉
告
祭
を
無
事
つと
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
事
は
、
誠
に
有
り
難
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
納
め
の
月
次
祭
に
当
た
り
会
長

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
節
を
お
見
せ
頂
き
ま
し
た
。
数
々
お
見
せ
頂
き
ま
し
た
節

々
を
顧
み
て
、
新
任
会
長
に
心
を
寄
せ
成
人
の
歩
み
を
進
め
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
、
三
年

千
日
の
歩
み
を
台
と
し
て
来
る
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
け
、
諭
達
に
お
示
し
下
さ
い
ま
し

た
、
よ
ふ
ぼ
く
一
人
ひ
と
り
が
教
祖
の
道
具
衆
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
仕
切
って
成
人
の
歩

み
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
、
真
柱
様
の
思
召
に
お
応
え
さ
せ
て
頂
け
る
よ
う
、
更
に
は
、
世
界

た
す
け
の
歩
み
を
一
手
一
つに
力
強
く
推
し
進
め
、
御
存
命
で
お
働
き
下
さ
る
教
祖
に
ご
安

心
頂
き
、
お
喜
び
頂
け
る
よ
う
勤
め
切
ら
せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
親
神
様
に
は
何

卒
こ
の
真
実
を
お
受
取
り
下
さ
い
ま
し
て
、
人
々
の
心
得
違
い
を
払
い
清
め
て
、
親
神
様
の

御
理
に
目
醒
め
て
、
世
界
一
れ
つ兄
弟
互
い
に
扶
け
合
い
睦
び
交
わ
す
陽
気
ぐ
ら
し
の
世
の

状
に
立
て
替
り
ま
す
よ
う
御
導
き
の
程
を
、
又
、
来
年
も
変
わ
り
な
く
お
連
れ
通
り
頂
き

ま
す
よ
う
一
同
と
共
に
慎
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

《
繁
藤
大
教
会
立
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百
八
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十
二
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》
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ど
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ど
り
後
半

前

大

教

会

長

空

閑

一

将

佐

々

木

惠

男

田

村

辰

久

村

上

由

高

黒

河

明

大

藤

田

憲

明

藤

田

善

典

藤

田

誠

前

会

長

夫

人

河

村

美

佐

子

武

市

ま

ち

子

女

藤

田

洋

美

田

村

睦

美

田

村

育

与

佐

藤

順

子

為

田

賢

子

村

上

綾

田

村

久

徳

田

村

聡

佐

佐

藤

成

彦

地

方

藤

田

一

憲

伊

藤

正

福

田

村

省

悟

川

田

節

夫

黒

河

明

大

宮

田

教

一

笛

宮

田

孝

道

田

村

省

悟

藤

田

善

典

チ
ャ
ン
ポ
ン

佐

藤

節

幸

竹

下

隆

広

前

田

豊

拍

子

木

河

村

道

興

佐

々

木

惠

田

村

聡

佐

太

鼓

村

上

英

士

宮

田

教

一

秋

月

英

希

す

り

が

ね

為

田

紀

久

男

前

田

豊

宮

田

孝

道

小

鼓

為

田

基

紀

藤

田

誠

村

上

由

高

琴

宮

田

ま

ゆ

み

黒

石

美

佐

佐

藤

明

子

三

味

線

村

上

美

栄

子

田

村

育

与

宮

田

み

な

み

胡

弓

坂

本

喜

子

宮

田

み

な

み

秋

月

孝

子

神

殿

講

話

宮

田

孝

道

八足出し



- 4 -

202３年 １月 繁藤月報 第８３４号

【
五
季
づ
と
め
】

一
月
は
五
季
づ
と
め
の
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
左
記
の
通
り
上
級
を

通
じ
て
お
納
め
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
五
季
づ
と
め

三
、
五
〇
〇
円

【
教
会
長
夫
婦
・
在
籍
者

年
頭
の
集
い
】

来
る
立
教
百
八
十
六
年
一
月
二
十
日
、
左
記
の
通
り
大
教
会
に
お
い

て
「
教
会
長
夫
婦
・
在
籍
者
年
頭
の
集
い
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

教
祖
百
四
十
年
祭
三
年
千
日
の
歩
み
出
し
に
あ
た
り
、
繁
藤
大
教
会

と
し
て
年
祭
へ
む
か
う
三
年
間
の
具
体
的
な
活
動
方
針
、
目
標
が
発
表

さ
れ
る
角
目
の
集
い
で
あ
り
ま
す
。

対
象
者
の
皆
様
方
に
は
、
必
ず
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

記

日

時

令
和
五
年
一
月
二
十
日
午
後
一
時
三
十
分

開
会
予
定

【
教
祖
百
四
十
年
祭

全
教
会
一
斉
巡
教
に
つ
い
て
】

こ
の
度
、
教
会
本
部
よ
り
全
教
会
一
斉
巡
教
の
お
打
ち
出
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
教
会
長
様
に
は
今
回
の
巡
教
に
つ
い
て
の
詳
細
を
別

紙
同
封
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

ま
た
、
年
頭
の
集
い
で
も
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
説
明
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
神
殿
講
話
】

（

一

月

）

安

藤

人

先
生

（
本

愛

大

教

会

長
）

【
修
養
科
生
並
び
に
お
さ
づ
け
の
理
拝
戴
者
講
話
】

（

一

月

）

武

市

泰

典

【
教
会
長
神
殿
当
番
】

（

一

月

）

本

訓
・
紋

湧
・
紋

宝

（

二

月

）

大
豊
田
・
百

生
・
新

立

【
詰
所
教
養
掛
】

（

一

月

）

村

上

英

士

（

二

月

）

佐

藤

成

彦

【
詰
所
事
務
掛
】

（

一

月

）

青

木

悦

雄

【
ひ
の
き
し
ん
】

○
婦
人
会
詰
所
ひ
の
き
し
ん

一
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日
（

未
定

）

○
本
部
食
堂
ひ
の
き
し
ん

三
月
十
六
日
～
三
十
一
日

関

守
分
教
会

七
月

一

日
～

十
五

日

地
ノ
島
分
教
会
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左
記
のQ

R

コ
ー
ド
・U

RL

よ
り
、
詳
細
が
ご
覧
頂
け
ま
す
。

【
お
出
直
し
】

去
る
十
一
月
二
十
七
日
、
武
富
士
分
教
会
前
会
長

高
橋
輝
定
大
人
が
、
お

出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
九
十
七
歳

【
初
席
者
（
十
一
月
）】

垣

生

大

西

美

吹

【
お
び
や
】

二

件

【
修
養
科
修
了
生
（
九
七
六
期
）】

大学の部

高校卒業生コース

https://happist.net

藤 広

三 井 優 太

【
婦
人
会
】

○
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
開
始

題
名
「
み
ち
の
だ
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

”
聞
く
ほ
ど
に

や
さ
し
く
な
る
は
な
し
”

※

月
に
２
回
配
信
予
定

【
少
年
会
】

○
研
修
員
第

期
生
募
集

41

出
願
資
格

団
長
が
推
薦
し
、
直
属
教
会
長
が
認
め
た
者

よ
う
ぼ
く

（
研
修
期
間
中
に
お
さ
づ
け
の
理
を
拝
戴
す
る
者
も
可
）

出
願
期
間

令
和
４
年
９
月

日
～
令
和
５
年
２
月

日
（
必
着
）

26

28

研
修
期
間

令
和
５
年
３
月

日
～
令
和
６
年
３
月

日

26

26

※
推
薦
書
、
履
歴
書
、
レ
ポ
ー
ト
を
少
年
会
本
部
庶
務
課
ま
で
提
出

【
学
生
会
】

学
生
生
徒
修
養
会
の
「
大
学
の
部
」
が
、
三
月
四
日
～
八
日
ま
で
、
「
高
校
卒

業
生
コ
ー
ス
」
が
、
三
月
十
日
～
十
二
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
世
代
の
学
生
が
、
共
に
教
え
を
学
び
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の

進
路
や
信
仰
生
活
の
上
で
も
有
意
義
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
対
象
に
な
り
ま
す

学
生
さ
ん
に
お
声
掛
け
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
申
し
込
み
締
切

り
が
、
大
学
生
の
部
が
二
月
十
五
日
、
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
が
今
月
末
ま
で
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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